
 

 
   
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 
 

9月30日、南三陸町小森サケふ化場が完成しました。 

これにより水尻サケふ化場（稚魚池）と合わせると、震災前に近い一千万尾の稚魚の放流ができます。これまで

市場の水揚げの5割以上を占めるシロサケ水揚げ量の安定的な確保が可能となり、水産業復興、発展の大きな牽引

力になる施設です。 
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◆１０月６日（火）に三陸沿岸道路「唐桑高田道路」（唐桑地区のトンネル工事）の安全祈願祭が行われました。宮城県と岩手県をつ

なぐ「（仮称）県境トンネル（延長９１０ｍ）」の工事に着手することになり、被災地の一日も早い復興と工事の安全を祈念し、関係者

約１００名が出席し行われたものでした。 

このトンネルを含む（仮称）唐桑北ＩＣ（気仙沼市唐桑町舘）から陸前高田ＩＣ（陸前高田竹駒町相川）までの延長１０ｋｍの道路

が平成３０年度の供用に向けて工事を推進していくことになります。 

早期復興を図る復興道路として位置づけられており、日増しに槌音（つちおと）が高くなってきていると感じられます。（樫） 

 

 

 

 

 

飼育池 

 
種卵管理室 



 とぴっくす 復興に関連する話題を紹介します。 

気仙沼市では、住まいの復興が目に見えてきました。防集事業による宅地造成が完成して自宅再建に移りつつあ

る地区（９月末）を紹介いたします。 

 

・赤岩
あかいわ

小田
お だ

地区：北に神山川に隣接する田園内に位置し、周囲

は松岩北防集の整備が進む、平成２７年４月引き渡し５区画中

５戸建築。 

 

 

 
・波路

は じ

上杉
かみすぎ

の下
した

地区： 杉の下地区で被災した

皆様が長磯原ノ沢地区に移転再建、平成２７年

４月引き渡し５区画中３戸建築。 

 

 

 

 
・松崎

まつざき

丸森
まるもり

地区： 市西部丘陵地に位置し、平成２７年４月

引き渡し５区画中５戸建築。 

 

 

 

 
・本吉

もとよし

津谷
つ や

地区：津谷小学校東に位置し、平成２７年４

月引き渡し５区画中５戸建築。 

 

 

 
・波

は

路上
じかみ

内田
うちだ

地区：波路上漁港北西の高台に位置し、東に

気仙沼湾口と大島を望む、平成２７年４月引き渡し５区画

中５戸建築。 

 

 

・小泉町
こいずみまち

地区：小泉地区西高台に位置する本吉最大の

団地、災害公営住宅、集会所併設、平成２７年５月引き

渡し６８区画中３２戸建築。 

 



 

 

気仙沼市では、「気仙沼市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定

に向けて、「けせんぬま創生戦略会議」、および、市民や、企業・市民団

体などの方々で構成する「けせんぬま創生戦略会議分科会」を立ち上

げ、会合を重ねてきました。分科会は、具体的な地方創生の取り組みを

検討する役割を担い、これまで「熱量のある」話し合いをもってきたよ

うです。9月13日には、分科会の12チームがそれぞれ考えた取り組み

（けせんぬま創生先導プロジェクト）を発表し、投票が行われました。

これらは今後、上述の総合戦略に反映される予定となっています。分科

会の委員の一人である杉浦美里さんは「こういった場は、市民が市の政

策策定に関わることのできる貴重な機会」、「様々な立場の人が意見を交

わすことで生産的な話し合いができた」とコメントしています。 

 

 

復興だけでなく地方創生への取り組みも求められている昨今、人口の減少や水産加工場等での人手不足が課題の１

つとなっています。そんな中、街の外からの定住者、Ｉターンが注目されています。Ｉターン人材を通じて被災地の

魅力を掘り起こそうと、今回も気仙沼市にＩターンされた方にお話を聞いてみました。 

 

－気仙沼にＩターンされたきっかけは？ 

富山県出身ですが、震災直後の２０１１年４月に仙台の大学に入りました。気仙沼に初めて来たのは２０１４年 

１１月です。知り合いに連れられて唐桑の漁師さんにお会いし、ホタテの耳つり作業などさせていただく機会があ

り、地元の方と楽しい時間を過ごしました。その時、すでに気仙沼にＩターンしていた人たちともお会いしました。

好きなことをして生きるということについて語られ、魅かれるものがあったので、今年の４月から自分も気仙沼に住

むことに決めました。 

－気仙沼市でのお仕事は何ですか？ 

地域づくり推進課で、担い手育成支援事業を担当しています。まちづくりへ参加する意識を市内の２０，３０代の

若手の中に育てる事業です。具体的にはぬま大学、ぬま塾、そして「まちあるき」で、私はまちあるきを中心にやっ

ています。市内の団体とも連携して、市外から来る大学生と、地元の若者が一緒に地域を歩く中で、地元の新たな魅

力に気付くきっかけ作りをしています。地元に当然のようにあるモノ(例えば植物や昔の道具)に、市外の人が聞くと

びっくりするようなストーリーがあったりするのです。市外からの参加者も楽しみ、地元の人も元気をもらえた、と

喜ばれています。気仙沼の人は地元に愛着があり、地域についてよく知っている方が多いので、素敵だなと思いま

す。 

－気仙沼の魅力は何だと思いますか？ 

 仙台での大学生活の中では、地域の人たちと関わることがなかったの 

ですが、初めて気仙沼に来て漁師さんのところで一緒にホタテの耳つり 

作業をしたとき、地元のおばさんたちとのおしゃべりがとても楽しくて、 

気仙沼の人の面白さ、温かさを大きな魅力に感じました。 

－今後の抱負は？ 

 まずは仕事に慣れることです。今やっているまちあるきは前任者から 

引き継いだ内容なので、今後自分らしさを出した企画をできるよう頑張 

りたいです。それから、地元とのかかわりを大事にしたい。唐桑で過ご 

す時間をもっと増やしていきたいと思います。 

 

会場の様子 

とぴっくす 復興に関連する話題を紹介します。 
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小町さん、ご協力ありがとうございました。 



 
【編集後記】 

◆５カ月ぶりにスポーツをし

ました。体中、筋肉痛など、

大変なことになりました。も

う一度、日々の鍛錬に努めた

いと思います。 

（前号のクロスワードの回答） 

 

 

 

これまでに発行した「つちおと」は、復興庁ホームペー

ジで御覧いただくことができます。 

①復興庁のホームページ 

②宮城復興局 

③気仙沼支所だより「つちおと」 

～ 

～ 

復興庁ホームページ 
http://www.reconstruction.go.jp/ 

◆ 

最
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【ヨコのかぎ】 
１．秋の夜長は ○○○○の秋 

2．草木の葉が赤や黄色に変わること。 

5．頭かくして○○隠さず。 

 

【タテのかぎ】 

1．三陸の冬の味覚、○○○汁。鍋料理。 

3．○○の耳に念仏。 

4．歴史を記した書物。 

6．平安時代以後、記録所・御書所などに置か

れた職員の名称。 

 
気仙沼市のキャッチ 

フレーズのひとつです！ 

【 10月21日（水）】みやぎ復興住宅フォーラム ～住まいの復興に向けて～ 【 仙台市 】 

震災から5年目の節目の年度にあたり、復旧・復興がどこまで進んでいるのか、また今に至るまでどのような取組が行われてきたの

かを伝えるために「みやぎ復興住宅フォーラム」を開催します。フォーラムでは「住まい」の復興に焦点をしぼり、東松島市宮戸島の

まちづくりに携わった建築家の妹島和世氏、南三陸町でデザインの力による復興支援活動を行った宮城大学准教授の中田千彦氏を迎

え、住まいの復興と新しいまちづくりについて議論を深めます。参加無料。定員200名。 

◇ 開始日時 14:00～16:00（開場13:30） 

◇会場 宮城県庁2階講堂 参加無料 ◇問い合わせ先 事務局／宮城県土木部住宅課企画調査班 022-211-3256 

【 11月1日（日）】2015南三陸町産業フェア 【南三陸町】 

南三陸町の青い海と緑の山々から恵みを町内の農業・林業・水産業・商工業が一体となり、地場商品を一堂に集め、展示・即売する

一大産業祭！ ◇ 開催日時 9:00～14:00（予定） ◇ 開催時間 南三陸町ベイサイドアリーナ周辺（予定） 

◇問い合わせ先 南三陸町産業フェア実行委員会 0226-46-1378 

 

つちおと第33号に掲載された、気仙沼市 田の沢工区ほ場整備事業

で復活した田んぼ。その稲刈りの様子です。 

 各地で開催される 
復興イベントをご紹介します。 

「つちおと」発行元（お問い合わせ先） 
 
  復興庁 宮城復興局  気仙沼支所  
   電話 ０２２６－２３－５３０１ 

     FAX  ０２２６－２３－５３１０ 


